
2019年7月20日 

原水爆禁止2019世界大会・科学者集会 第５回実行委員会議事録（7/20） 

出席委員：岡本良，小早川，豊島，中野，西垣，西嶋，三好（５０音順） 
 
（１）チラシの配布について西嶋，三好から7月1日に労組（県教組，市教組，高教組，

県職労，自治労県，県労連，自治労連，市職労，福建労），民主団体（県フォーラ

ム，県原水協，県新婦人，県被団協，福商連，民医連，グリーンコープ），政党（国

民民主党，社民党，共産党，立憲民主党は所在不明）および青柳氏を回り 6000
枚のチラシを配布したとの報告があった． 

（２）クラウドファンディングの公開が，やっと7月11日18時に readyforで公開 
  ・readyforに21件149,000円の募金が集まっている（7/20正午現在） 
  ・JSA本部に268件931,000円の募金が集まっている（7/19午後1時現在） 
（３）集会の宣伝とクラウドファンディングサイトの普及 
  ・県庁の県政記者クラブへの「報道・取材要請」の投げ入れ（7/12） 
  ・全国の JSA支部・幹事会MLにクラウドファンディングサイトの普及メール 

  ・青柳通信に集会の宣伝とクラウドファンディングサイトの普及メール（7/14） 

（４）フロア発言について，沖縄（石山氏），福岡（青柳氏）の他に長崎（川原紀美雄氏）

が発言の意志を示され，大分からも可能性があるとの報告があった． 
（５）講演要旨集について，７月２３月午前に印刷所に入稿することで，準備を進める

こととした． 
（２）当日の集会の進行について，はじめに実行委員会としての挨拶を三好が行い，午

前の２つの基調講演の司会を小早川氏，午後の始めの司会を本庄氏，休憩後の司

会を豊島氏が行うこととした． 
（３）懇親会の進行について，司会を沖縄の亀山氏に依頼することとした． 
（４）録音について，会場の前方の左右の２箇所の天井にスピーカーがあり，その下の

安定でフラットな台にレコーダーを置いて録音することとした． 
（５）アルバイトの配置について，道案内１名は開会後，マイク係として働く，受付テ

ーブルには２名とするが，そのうちの１名はマイク係を交代で行う．アルバイト

３名は，書籍販売も担当する． 
（６）報告集の編集委員会を発足させ，そのメンバー三好，小早川，豊島，本庄とする

ことにした． 
（７）当日の参加者について，60名程度の見通しはつけることができたが，会場を一杯

にする集会にするには，いま一度の参加の働きかけをする必要性が議論された． 
（８）当日の装備品とその担当者（カッコ内）を以下のように決めた． 

   ＜会場用＞ 

   ・講演者の紹介用のプロジェクタ（中野） 



   ・パソコン（中野） 

   ・レーザーポインター（本庄） 

   ＜受付用＞ 

   ・謝金および旅費の領収書（中野） 

   ・参加者の記入用紙（中野） 

   ・資料代の領収証（中野） 

   ・弁当の予約券５０枚（中野） 

   ・アンケート用紙（三好） 

   ・スタッフ証（三好） 

   ・筆記具，お金を入れる容器（中野，三好） 

 

   ・ペットボトル，朝から全員に配る（中野） 

   ・ゴミ袋（通常のゴミ用，ペットボトル用）（中野） 

 

   ＜懇親会用＞ 

   ・懇親会用名札入れ（沖縄から40セット） 

   ・マイク・スピーカー（中野） 

   ・懇親会お酒の差し入れ（中野） 

 
 


